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３ 要  旨 

「ふくはる香」を高設と土耕で栽培し、高設栽培への適応性を検討した（2003年：超促成栽培、2004年：促成
栽培）。 
(1)草勢は、栽培期間を通して、高設栽培が土耕栽培よりも旺盛であった。 
(2)収量は、高設栽培では促成作型が600ｇ／株、超促成作型が750ｇ／株、土耕栽培では促成作型が550ｇ
／株、超促成作型が600ｇ／株と高設栽培の方が多収であった。 
(3)糖度は、高設栽培、土耕栽培ともに8～13度と高く、栽培法間で差は見られなかった。 
(4)高設栽培において培地加温すると、「ふくはる香」の収量は増加したが、「とちおとめ」では増加しなかっ
た。 
 以上より、「ふくはる香」の高設栽培は、土耕栽培と比較して生育・収量が優れ、培地加温の効果が大き
い。また、糖度は、土耕栽培と比較して差がなかった。このことから、「ふくはる香」は高設栽培への適応性
が高いと判断された。
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